
■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

と
し
て
、
市
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■費 
無
料
。

■他 
1
回
の
み
の
参
加
も
可
で
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

2
6
6
）。

働
き
た
い
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
た
め
の
講
習
会

■時 
■場 
■定 
■内 
な
ど
…
左
表
の
と
お
り
。

■対 
　
歳
以
上
の
人
で
、
現
在
仕
事
に

55
就
い
て
い
な
い
人
。

■費 
無
料
。

■対 
臼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
発
番
し
た
有

効
期
限
内
の
求
職
者
番
号
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
。
渦
受
講
者
選
考
前
に

平成２５年（２０１３）８月１５日号（４）

パート衛

　
こ
の
計
画
で
は
、　
の
基
本
施
策
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を
定
め
、
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
個
別
施
策
や
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
施
策
を
充

子
ど
も
医
療
費
受
給
券
が

　
　
　
　
　
切
り
替
わ
り
ま
す

　
8
月
1
日
か
ら
子
ど
も
医
療
費
受

給
券
（
中
学
3
年
生
ま
で
対
象
）
が

切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
住
民
税
が
確
認
で
き
た
人
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
子
ど
も
医
療
費
受
給

券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
届
い
て
い
な
い
人
は
左
記
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

必
ず
受
給
券
の
返
納
を

　
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
印
西
市

の
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
が
喪
失

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給
券
を
使
用

す
る
と
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
給
券
を
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。

胸
返
納
先
…
【
窓
口
】
市
役
所
子
育

て
支
援
課
（
郵
送
可
）、
印
旛
支
所
市

民
福
祉
課
、
本
埜
支
所
市
民
福
祉
課
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
が

使
え
な
い
場
合
に
は

　
0
歳
～
中
学
3
年
生
の
子
ど
も
医

療
対
象
者
が
県
外
な
ど
で
受
診
し
た

医
療
費
や
、
受
給
券
を
使
え
な
い
医

療
機
関
で
受
診
し
た
医
療
費
は
、
保

護
者
に
対
し
て
償
還
払
い
を
し
て
い

ま
す
（
保
険
対
象
外
の
も
の
は
自
己

負
担
）。

胸
申
請
に
必
要
な
も
の

　
健
康
保
険
証
で
支
払
っ
た
領
収
書

の
原
本
、
認
め
印
、
保
護
者
名
義
の

金
融
機
関
の
通
帳
も
し
く
は
カ
ー
ド
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
、
入
院

の
場
合
に
は
、
健
康
保
険
組
合
の
付

実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
　
年
度
の
個

24

別
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者

や
子
育
て
に
関
わ
る
各
種
団
体
の
代

表
な
ど
外
部
の
み
な
さ
ん
で
構
成
さ

れ
る
印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
で
、
個
別
施
策
の
内
容

を
協
議
・
検
討
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
協
議
・
検
討
し
た
主
な

施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の
取

り
組
み
は
、
左
表
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
各
施
策
や
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班
緯

内
線
2
4
4
）。

加
給
付
金
支
払
通
知
な
ど
（
郵
送

可
）。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
5
）。

一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

　
お
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
困
っ

て
い
る
こ
と
を
語
り
合
う
な
ど
、
気

軽
に
集
ま
れ
る
場
所
で
す
。
精
神
保

健
福
祉
士
に
相
談
も
で
き
ま
す
。
■時 

■場 
は
左
表
の
と
お
り
。

■対 
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
家
に
ひ
き

15

35

こ
も
り
が
ち
な
若
者
。

■費 
1
0
0
円
程
度
（
お
茶
代
）。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

平
成
　
年
度
心
の
健
康
市
民
講
座

25

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
編

　「
認
知
行
動
療
法
と
し
て
の
S
S

T
（
社
会
技
能
習
得
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）」。

■時 
9
月
3
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

30

　
時
　
分
（
全
5
回
の
3
回
目
）。

11

15

■場 
市
役
所
別
棟
2
階
　
・
　
・
　
会

23

24

25

議
室
。

鞄
講
師
…
 O
f
f
i
c
e
 夢
風
舎
舎

オ

フ

ィ

ス

長
土
屋
徹
氏
（
看
護
師
・
精
神
保
健

福
祉
士
）。

■内 
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

実
施
の
個
別
相
談
に
参
加
で
き
る
こ

と
（
会
場
・
日
程
は
応
募
後
別
途
連

絡
）。
嘘
修
了
日
以
降
に
開
催
す
る

合
同
面
接
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

■他 
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま

で
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）。

※
受
講
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
て
入
手
可
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
　
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

（公社）
タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
・
胃
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
9

7
）。

　
市
の
子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
印
西
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計

画
）
を
平
成
　
年
3
月
に
策
定
し
ま

22

し
た
。

福
祉

胸印西市次世代育成支援行動計画に係る平成24年度の主な施策の実施状況胸

平成25年度目標平成24年度実施内容施策の取組み内容
個別

施策名
　平成２６年度当初の民間事業者に
よる認可保育園新設（３園 定員合
計２７２人）の手続きを進めるととも
に、家庭的保育事業の実施、私立保
育園の定員変更、非常勤保育士の
随時募集、定員の弾力化などによ
り待機児童解消に努める。

　牧の原宝保育園（定員８０人）の新設、
家庭的保育事業の実施、私立保育園の定員
変更、非常勤保育士の随時募集、定員の弾
力化などにより待機児童解消に努めたが、
１０月１日現在で、待機児童数７５人となり、
年度末には入園保留児童数は２０２人を数え
た。

　千葉ニュータウン中央駅周辺およ
び、印西牧の原周辺の開発に伴い、人
口の増加が見込まれるため、今後とも
定員の弾力化などで対応するととも
に、保育園の実施か所数などを見直し、
待機児童ゼロに努めていきます。

通
常
保
育

　引き続き中学３年生までの医療
費の（全部または一部）を助成する
ことにより、子どもの保健対策の
充実、保護者の経済的負担の軽減
を図る。

　小学3年生までの子どもの医療費の（全部
または一部）を助成することにより、子ども
の保健対策の充実、保護者の経済的負担の
軽減の一助となった。
台帳登録状況：9,004人（98.87％）。　　　
平成２４年１２月１より中学３年まで対象を拡大。

　子どもの保健対策の充実および保
護者の経済的負担の軽減を図るため、
子どもの医療に要する費用を負担す
る保護者に、当該費用の全部または一
部を助成していきます（対象：０歳～
中学３年生）。

子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

　引き続き、事業の周知を推進し、
対象者の生活支援を行う。

　育児・家事などを必要とする世帯にホー
ムヘルパーを派遣することにより、精神的
肉体的負担を軽減し、生活支援の一助と
なった。利用者、利用回数も増加している。
実利用人数３７人（利用日数１７８日、利用回
数２１５回、利用時間３７７時間）。

　一時的に家事、育児などの支援が必
要な家庭に対し、ホームヘルパーを派
遣することにより、保護者と児童の生
活の安定を図り、ゆとりある子育てを
支援します。　

子
育
て
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業

　子育てに関する講習の実施、相
談、情報の提供、助言を行った。
【地域子育て支援事業】
葛センター型５カ所…中央駅前地
域交流館子育てルーム、小林子育
て支援センター、西の原保育園こ
あら、滝野子育て支援センター、山
ゆり保育園子育て支援センター。
葛ひろば型8カ所…こぎつねコン
タの広場、わくわくぽかぽか広場、
そうふけつどいの広場、しおんひ
ろば、みんなのおへや、マメタのぽ
んぽこ広場、かんがるー広場、さく
ら広場。

　子育てに関する講習の実施、相談、
情報の提供、助言を行った。
【地域子育て支援事業】
葛センター型５カ所…中央駅前子育て
支援センター、小林子育て支援セン
ター、西の原保育園こあら、滝野子育
て支援センター、山ゆり保育園子育て
支援センター。
葛ひろば型8カ所…こぎつねコンタの
広場、わくわくぽかぽか広場、そうふ
けつどいの広場、しおんひろば、みん
なのおへや、マメタのぽんぽこ広場、
かんがるー広場、さくら広場。

　地域の子育て支援機能の充実を図
るため、乳幼児およびその保護者が
相互の交流を行う場所を中学校区に
開設し、子育てに関する講習の実施、
相談、情報の提供、助言を行います。
　また、より重点的な支援が必要と
判断された子育て家庭に対して、関
係機関との連携・協力により当該家
庭へ訪問し、子育ての不安などを緩
和し、子どもの健やかな育ちを促進
していきます。近郊公園や公共施設
に出向いて親子交流活動も行ってい
きます。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

胸「若者塾」日程表胸

会　場期　日

中央保健
　センター
　　　　（大森）

 9月   2日俄・
午後2時～3時30分

胸働きたい高齢者のための講習会胸

会　場締め切り定員講　習　期　間　講　習　名講習
番号

ニチイ学館船橋校
　　　　　　（船橋市）8月23日画20人

9月17日峨～30日俄・
午前9時30分～
　午後4時30分（8日間）

チャイルドヘルパー養成（子育て
関連施設での就労を目指します） 36

鎌ヶ谷市生涯学習推進
センター（鎌ヶ谷市）9月１２日牙20人

10月10日牙～23日我・
 午前10時～午後4時

  (6日間)
マンション・ビル清掃スタッフ養成 3２

鎌ヶ谷市生涯学習推進
センター（鎌ヶ谷市）9月12日牙15人

10月11日画～17日牙・
午前9時30分～
　午後4時30分（7日間）

技能職のための初級パソコン（技能職で
の再就職を目指す人の初級講習です） 48

柏の葉公園管理棟
　　　　　　　（柏市）９月２７日画25人

10月23日我～11月1日画・
午前9時30分～午後5時

（7日間）
セキュリティ（警備員）技能 26

ニチイ学館柏校
　　　　　　　（柏市）１０月１１日画24人

10月24日牙～12月2日俄・
　午前9時～午後4時

（23日間）

介護職員養成（制度変更による介護職員
初任者研修の修了証取得を目指します）5

 後
期
計
画
の

　
　
実
施
状
況
な
ど
を
公
表

印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

 印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画画


